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1. はじめに 

インドのウエスト・ベンガル州とバングラデシュの間

のガンジス川流域に分布するベンガル沖積平野におい

てヒ素による地下水汚染が長らく問題になっている 1）．  

バングラデシュでは，地下水ヒ素汚染の発見以来，

バングラデシュ政府機関，世界銀行等，各国の援助や，

現地 NGO の活動により，安全な飲料水を供給する代替

技術の導入，ヒ素に関する情報の普及等，様々な対策

が行われている 2）．一方，インドでは，ヒ素が発見され

てから長い時間が経過したが，未だに目立った対策は

とられていない．  

本研究ではベンガル地域（バングラデシュとインド

のウエスト・ベンガル）の農村を対象に，それぞれの

農村で得たアンケート結果をもとに共分散構造分析を

用いて住民の意識構造を明らかにすることで，援助を

受容する側である現地住民の意識を把握することを目

的とする．具体的には，援助機関の介入のあるバング

ラデシュ農村部と介入のないインド農村部で意識構造

がどう異なるか，さらに援助機関が介入することでイ

ンド農村部の意識構造はどう変化するのかを考察する．  

2. 現地調査 

インドでは，ウエスト・ベンガル州のカリヤニに位

置する農村を対象地域とし，2008 年 8 月，2010 年の 8

月に 2 度の現地調査を行った．バングラデシュでは，

ジョソール県に位置する農村部を対象地域とし，2009

年 8 月に現地調査を行った．現地調査では，各家庭が

持つ井戸のヒ素検査とアンケート調査を行った．  

3. 飲料水環境に着目した改善意識の地域間比較 

社会環境条件において特性の異なる 2 つの村におけ

る改善意識の相違を検討するために，それぞれのアン

ケート結果をもとに共分散構造分析を用いて住民の改

善意識について地域間で比較を行う．共分散構造分析 3）

とは，直接観測できない構成概念である潜在変数を導

入し，その潜在変数と観測変数の間の因果関係を同定

することにより，社会現象や自然現象を理解するため

の統計的手法である．インド農村部の意識構造を図-1

に，バングラデシュ農村部の意識構造を図-2 に示す．

図-1，図-2 のモデルにおいて，楕円で記されている潜在

変数は，アンケートでは直接聞くことが難しい心理的

な要素を示す．また，長方形で記されている観測変数

はアンケートで得られた回答の分布である． 

図-1，図-2 に表示されている推定値は全て標準化され

たものである．すなわち，各潜在変数の分散は 1，平均

は 0 になっており，各係数は-1 から 1 の間をとる．適

合度指標は GFI0.921，AGFI0.851，RMSEA0.068 と良好

である． 
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図-1 インド農村部の住民の意識構造 
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図-2 バングラデシュ農村部の住民の意識構造 

図-1，図-2 から分かるように，両村において同様の意

識構造モデルを仮定した．このように仮定することで，

両村の分析結果（パス係数）の平均値の差の検定が可

能となる．パス係数の右肩に*を付して，パス係数の差

の検定の結果を表している．すなわち，***が付されて

いる係数は 0.1%で有意であることを示しており，同様

に**は 5%水準で有意であることを示している．なお，

モデル識別の制約として図-1，図-2 において四角囲みの

係数を固定しているため，これらのパス係数について

は差の検定は行われていない． 

図-1，図-2 に示す分析の結果において特筆すべき点は，
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「ヒ素不安感→飲料水充足感」のパス係数が両村で符

号が異なる点である．これら 2 つの関係性は両村間に

おいて 0.1%水準で有意であるという検定結果となって

いる．また，「ヒ素不安感→改善意識」に対して，両村

において直接効果による影響が大きいが，インドの農

村部では直接効果と間接効果の影響の差があまりない

という点も注目に値する．この 2 点に注目すると，バ

ングラデシュの農村部においては，ヒ素不安感を高め

ることにより改善意識は向上する．一方で，インドの

農村部においては，住民のヒ素不安感を高めると直接

効果では改善意識が高まるが，間接効果では飲料水充

足感が下がり，その結果，改善意識も下がることにな

るという結果が得られている． 

この相違の要因として援助機関の介入の程度からく

るリスク認知の違いが考えられる．つまり，ヒ素汚染

に関してリスク認知のない住民（インド）が，日常的

に利用している飲料水源に危険があると急に指摘され

ても自力ではなすすべがなく不安感だけが募り，改善

意識も向上しないという結果が得られたのではないか

と考えられる．したがって，両村の「ヒ素不安感→飲

料水充足感」と「ヒ素不安感→改善意識」の反応の相

違は，ヒ素汚染問題に関する情報・技術を提供する事

前と事後の相違であるとも考えられる．つまり，イン

ドの農村部とバングラデシュの農村部をヒ素汚染問題

に関する情報・技術を提供する事前と事後として捉え

れば，いずれインドの農村部の住民もバングラデシュ

の農村部の住民のように，外部の援助機関が介入しや

すい改善意識の構造を持つことになるとも考えられる．  

4. 意識構造の時系列変化 

インドにおける2008年と2010年のアンケート結果を

もとに，共分散構造分析を用いて各年次のインド農村

部の住民の意識構造を明らかにし，実際に援助介入の

事前と事後でどのように変化したのかを考察する．

2008 年の意識構造を図-3 に，2010 年の意識構造を図-4

に示す．このモデルにおける値や＊は図-1，図-2 と同様

の意味である．また適合度は GFI0.920，AGFI0.849，

RMSEA0.063 と良好である．図-3，図-4 に示す分析結果

において特筆すべき点は，「ヒ素不安感→飲料水充足

感」のパス係数の符号が各年で異なり 0.1%水準で有意

であるという点である．さらに，図-4 の分析結果から，

「ヒ素不安感→改善意識」に対して直接効果による影

響の方が強いという点にも注目する．この 2 点を踏ま

え，図-1，図-2 の分析結果と見比べると，インド農村部

における 2010 年の住民の意識構造はバングラデシュ農

村部の住民の意識構造と類似していると言える．対象

地域であるインドの農村ではこれまで援助機関の介入

はなかったが，2008 年以降，ヒ素検査結果の口頭伝達

に加え，ワークショップが 1 度開かれている．つまり，

ヒ素に関する情報の提供が有意義なもので，バングラ

デシュ農村部の住民と同様に，外部の援助機関が介入

しやすい意識構造に類似してきたと考えられる． 
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図-3 インド農村部の住民の意識構造 
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図-4 バングラデシュ農村部の住民の意識構造 

5. まとめ 

本研究でインド農村部の住民の意識構造がワークシ

ョップやヒ素に関する情報の口頭伝達を行うことで，

援助介入のあるバングラデシュ農村部の意識構造に類

似することを示すことができた．しかしながら，たと

え援助機関が介入しやすい意識構造であっても，ヒ素

に対する不安感を高めるにあたって，どのような情報

が住民に対して不安要素となり得るのか，外部の人間

がはっきりと判断することは困難である．したがって，

これらの点を明らかにすることが今後の課題である． 
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